
看護システム先端技術研究所
第39回 RIANT研究会（ご案内）

「看護システム先端技術研究所 」では、人間が健康に生活できる環境を実
現するために、看護学、情報システム科学、ロボット工学、電気・機械システ
ム学などの広い分野の共同研究を行っています。

第3９回研究会を以下の通り開催します。テーマに興味のある方ならどな
たでも大歓迎です。一緒にディスカッションしてみませんか！？
ぜひお気軽にご参加下さい。

日時：平成２９年６月６日（火） 16：15～18：30
（※17：45までは「ヘルスケアシステム」の授業として行います）

場所：大阪府立大学 なかもずキャンパス （B4棟E-K102) 
申込方法： メールまたはFAX（申込書）で

（資料準備，教室変更の都合上、１週間前までにお申込み下さい）

参加費：無料
※講演会終了後，情報交換会（有料：申込み制）を予定しています．
＜申込・問合せ先＞
大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科 岩村幸治
〒599-8531 大阪府堺市中区学園町１番１号
TEL：072-254-6389 FAX：072-254-9904（分野事務室共通）
e-mail: iwamura@me.osakafu-u.ac.jp

「アプリとデバイス使って医療費削減！小さなクリニックからの効果拡大」

話題提供者：宮川一郎氏（医療法人社団 NICO 習志野台整形外科内科

理事長 院長，メディカクラウド株式会社 代表取締役）

概要：近年、高齢者増加、重複投薬・検査、医療費の財政圧迫など、様々な問題を抱える
日本の医療に対し、現役開業医としてできることをiPadを中心にアプリやシステムの開発
を行ってきた。近年は、疾病予防を中心に身体活動量が増加することで生活習慣病の予
防だけでなく、医療費の削減にも効果的な「活動量計」を用いた手段をシステム化しショッ
ピングモール内や自治体で実施している。単に「活動量計」を用いた健康ポイントは他でも
実施されてはいるが参加率・継続率は概ね低いのが現状である。その中で高い継続率（80
〜90％）と医療費効果（年間あたり30,000円/人）を認めている。クリニックで開発したア
プリや「活動量計」を用いた健康ポイント事業の仕組みを中心に解説する。

看護システム先端技術研究所
第39回 RIANT研究会（申込書）

参加について 研究会のみ， 研究会・情報交換会， 情報交換会のみ

お名前

ご所属先

連絡先メール

（又は電話番号）

参加動機

（複数回答）

・テーマに興味がある ・仕事とかかわりが深い

・知識の習得 ・スキルアップ ・他の人に誘われた

・他（ ）

宛先：大阪府立大学大学院人間社会システム科学研究科
岩村幸治
FAX：072-254-9904（分野事務室共通）
e-Mail: iwamura@me.osakafu-u.ac.jp

大阪府立大学 ２１世紀研究所「看護システム先端技術研究所 」
ホームページ http://www.21c.osakafu-u.ac.jp/610/

Ｎ

会合場所
B4棟E1階
K102

中百舌鳥門


